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研究成果の概要（和文）：本研究はコミュニケーション行動評価概念の日中対照研究の基本的枠組みによって，日本語
と中国語辞書と類語辞典、日中・中日辞典など調査された関連語彙の分布状態と比較し、コミュニケーション行動概念
についてその肯定的、否定的および過剰評価のそれぞれの類似点と相違点が抽出され，日中言語の評価語彙の特質及び
対人関係に対する配慮行動の文化の特徴を考察した。また日中両国の大学生と市民に対して評価概念の意識調査を行っ
た。それによって現代日本と中国社会で通用している評価概念の特徴およびそれぞれの言語文化圏の価値観や規範の相
違点を実証的に明らかにしようと試みた。

研究成果の概要（英文）：According to the basic outline for contrastive research on the evaluating concept 
of communicative behavior between Japanese and Chinese, this study　researched the distribution of 
related vocabularies from Japanese dictionaries,Chinese dictionaries, synonymous dictionaries, 
Japanese-Chinese dictionaries and Chinese-Japanese dictionaries. We abstracted similarities and 
differences among affirmative, negative and surplus valuations on the evaluating concept of communicative 
behavior between Japanese and Chinese. We studied the characteristics of evaluating vocabularies between 
Japanese and Chinese, as well as the cultural features considering behavior about personal relations. In 
addition, we conducted opinion polls of the evaluating concept among university students and citizens of 
Japan and China. It proved the features of the evaluating concept in use, in modern Japan and China, and 
the differences of people’s sense of values and norm of respective language and cultural background.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
グローバリゼーションの拡大にともない，

異文化間のコミュニケーションでは誤解が
頻繁に起こる。誤解は，話し相手の用いる言
語の知識が互いに不足していること以外に，
文化や社会によって異なる価値体系が原因
となることもある。近年、対人配慮行動（ポ
ライトネス）との関連でそのような社会的文
化的背景の違いを明らかにするために、対人
配慮行動にかかわる語彙に着目してコミュ
ニケーション行動評価概念（evaluating 
concepts of communicative behavior）の対
照意味論的研究が行なわれるようになって
きた。コミュニケーション行動評価概念とは、
たとえば、「丁寧な」「礼儀正しい」「彬彬有
礼」「傲慢」「礼儀知らずで」]、といった、コ
ミュニケーションにおいて当該社会で通用
している対人配慮行動の規範を背景に、相手
や自分の行動をメタ・コミュニケーション的
に肯定的ないし否定的に評価する概念のこ
とである。 
 これらの概念は、個別社会のコミュニケー
ション行動の規範を反映している可能性が
高いので、コミュニケーションにおいて何に
注目しながら行動することが個々の社会で
期待されているのかをさぐるための糸口と
して利用することができる。異文化間コミュ
ニケーションにおいて、それぞれのコミュニ
ケーション行動の背後にある行動規範や価
値観の異同を知ることは不必要な誤解を予
め避けるためにも重要である。行動規範にそ
った行動は、「当たり前」「自然」「普通」と
評価され、コミュニケーションにおける「通
常性」を構成する。そのような「通常性」か
ら逸脱した行動が肯定的・否定的に評価され
るのである。 
この分野の研究として，日米，日独，日韓，

日中の比較研究はあるものの，日本語と中国
語の評価概念の対照研究はこれまで十分さ
れていない。日本人と中国人の接触が日常的
になっている今日，この分野の研究はコミュ
ニケーションの障害を予め防ぐためにも不
可欠であろう。そこで，また、この研究から、
異文化間コミュニケーション・ギャップを解
消するための的確な情報の提供を行うこと
を目的とする。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第一に、日中言語におけ
るコミュニケーション行動評価概念につい
て①丁寧、②礼儀、③順従、④親切、⑤思い
やり、⑥控える、⑦親しみ、⑧協調、⑨面子
を中心にして、複数の辞書に共通する記述に
もとづいて、各概念についてプラス語彙、マ
イナス評価語彙、過剰(マイナス)の語彙を収
集し、辞書の語義記述を用いて評価概念の語
彙を分析し、それぞれの類似点と相違点及び
対人関係に対する配慮行動の文化の特徴を
明らかにする。また中国語の礼儀、文化が紹
介されている書籍、新聞記事、映画、テレビ

ドラマの脚本等で補足しながら関連語彙を
収集し，日本語の対応関連語彙と比較する。
それによって現代中国と日本社会で通用し
ているコミュニケーション行動評価概念の
特徴およびその社会言語学的背景や、それぞ
れの言語文化圏の価値観や規範を明らかに
する。第二に、日中両国の大学生と市民に対
して評価概念の意識調査を行う。アンケート
調査によって、現実に両国の人々および男女
間の意識の類似点と相違点を検証する。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、本研究は以下
のように進めた： 
先ず、対照研究のための基本的な枠組みの設
定と各概念について辞書や類語辞典などを
調べて、中国の礼儀、文化を紹介されている
書類、新聞紙、映画、テレビドラマなどを基
本資料に検証し、補足しながら収集したコミ
ュニケーション行動評価語彙を明らかにす
る。それから日本語の対応関連語彙を収集し，
その類似点と相違点が抽出され，中国語の語
彙の特徴が日本語との比較の中で明らかに
される。さらに意識調査を中心にして、各調
査についての考察を検討する。最終年度は、
日中の対照が中心となる。そして、その成果
を関連する学会、とくに国際学会で発表する。
また、最終的な成果は図書という形式で出版
を予定している。 
図 1.研究の全体像 

【研究の基本的枠組みの設定】 
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ら明らかにする。認められる定型化された言語表現は、

収集したコミュニケーション行動評価語彙を，日本語の

対応関連語彙と比較し，それによって現代中国社会と日

本社会で通用しているコミュニケーション行動評価概念

の類似点と相違点を実証的に明らかにしようと試みる。 

言葉はそれぞれの国の文化を反映する鏡だと思われる。

それらの言語表現は、対応するコミュニケーション行動

評価概念に表示してあるため共通の機能を有していると

判断できる。その観点から、日本語と中国語が機能上等

価とみなすことにする。得られた日中の言語データは、

研究目的で挙げた次の枠組みを利用して分類し、対応関

係を確認する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．研究の基本的枠組み 
この枠組みにしたがって、社会言語学、言

語心理学、異文化コミュニケーションの視点
から日中言語表現の語用論的、語彙論的、意
味論的特徴を対比するわけである。こういっ
た言語情報に着目して分析、比較することで、
対人関係に関する配慮の注目点や類似点と
相違点を抽出できると思われる。 
 
【資料収集のための共通の枠組み設定】 
資料としてのコミュニケーション行動評価
概念の語彙と定型言語表現の収集に際して
は、まず、辞書収集するデータは、それに基
づいて類語辞典などを用いて関連する語彙
を補足しながら採取する。さらに，中国の礼
儀、文化を紹介されている書籍、人間関係に
関わる評価語彙が頻出する可能性の高い新

聞記事、映画、テレビドラマなどの脚本も基
本資料に利用して考察する。 
 
【アンケート調査】 
収集された言語データの中には、その意味や
機能が必ずしも明確でないものまた古い情
報もある。言葉は時代によって変わる可能性
がある。それらについては、アンケート調査
や聞き取り調査により、どのような意味や変
化が想定しやすいかを確定する。アンケート
の対象者は、協力の得やすい日中両国の大学
生、一般の市民とする。 
 
４．研究成果 
 本研究では、コミュニケーション行動評価
概念の日中対照研究の基本的枠組みによっ
て，日中言語におけるコミュニケーション行
動評価概念①丁寧、②礼儀、③順従、④親切、
⑤思いやり、⑥控える、⑦親しみ、⑧協調、
⑨面子を中心にして、日本語辞書、中国語辞
書と類語辞典、中日・日中辞典など複数の辞
書に共通する記述に基づいて、各概念のプラ
ス、マイナス、過剰(マイナス)の評価語彙を
収集し、それに基づいて類語辞典などを用い
て関連する語彙を補足しながら採取した。調
査された日本語の関連語彙と中国語の分布
状態と比較し、使用される語彙や定型的言語
表現を上記の枠組みを利用してさらに分
類・考察し、日本語と中国語の語彙の特徴が
その比較の中で明らかにされた。調査結果に
ついて、両国のそれぞれの評価語彙は共通の
語彙は多くみられて、異なるごいも明らかに
した。両国のそれぞれの評価語彙の特徴を検
討することにより、現代のグローバル時代、
異文化コミュニケーションの誤解の解消が
持つ意味を多面的に明らかにするのが、この
問題設定の狙いである。今回の研究は「異文
化とコミュニケーション行動評価概念」の学
問の関心を喚起することができればと考え
ている。 
辞書の語義記述を用いて評価概念の語彙

を分析する上に、また中国語の礼儀、文化が
紹介されている書籍等で補足しながら関連
語彙を収集し，日本語の対応関連語彙と比較
した。それぞれの類似点と相違点及び対人関
係に対する配慮行動の文化の特徴を考察し
た。それによって現代中国と日本社会で通用
している評価概念の特徴およびそれぞれの
言語文化圏の価値観や規範を実証的に明ら
かにしようと試みた。それぞれの意味構造の
特徴及び対人関係に対する配慮行動の文化
の特徴を歴史的及び現実的に観点から明ら
かにした。 
例えば日本語と中国語の【親切】という意

味を含有する評価概念を解明することを目
標に分析を試みた。本研究での辞書を調査し
た考察から明らかになったことは、日本語
「親切」と中国語“亲切”の意味構造と概念
は異なるという事実である。日本では対人関
係や社会関係の中で、他人の目または集団の
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人格的価値や社会的に優れた評価を気にし
て恥をしり、同様に対人接触における他人の
気持ちを重んじると言えよう。日本語におけ
る｢親切｣では、｢思いやり｣や「人情」がその
意味の中心に関わっていることが目立った
特色である。中国では社会的な評価と同様に
対人接触における個人的な情意や信義を重
んじると言えよう。中国語における“亲切”
では、“亲”“关”“热情”がその意味の中心
に関わっていることが目立った特色である。
つまり、【親切】というコミュニケーション
行動の肯定的な評価概念は中国人と日本人
にとって社会での対人関係や日常生活にお
けるコミュニケーションを円滑に行う行為
の重要な役割を果たす働きをするものとも
考えられている。 
辞書を調査したかぎ、【親切】の概念は日

中国民の意識に強く存在し、さまざまな表現
や類義語や同義語や反義語があることがわ
かった。【親切】に関する、両言語間の翻訳
語を調べた結果、様々な言い方、特にコミュ
ニケーション行動評価概念のプラス評価と
期待よりもその程度が低い場合の否定評価
及び過剰マイナス語彙は明らかになった。そ
の【親切】に関わる言葉は一つの側面から、
両国の社会文化と慣習風俗のある風貌と特
徴を反映している。自分に対する他人や世間
の評価を気にするということを立証する表
現でもある。しかし、日中両言語に「親切」
“亲切”の漢字はあるが、日中両国にはそれ
ぞれの用法があって使い方も同じではない。
例えば日本語は「不親切」という言葉がある
が、中国語は“不亲切”という言葉がない。
そして、「客に対して不親切である」という
表現は中国語に訳すと、“对待顾客不热情”
となる。 
この研究のもう一つ重要な研究成果は中国
の大学研究者たち協力によって、中国人大学
生と一般市民に対しての中国語におけるコ
ミュニケーション行動評価概念の意識調査
を行った。さらに、日本でも日本人大学生と
一般市民にも同様のアンケート意識調査を
行った。 
2014 年から 2015 年まで、全部 40 問題のポ

ライドネスに関する言葉遣いのアンケート
調査及び 65 問題の「面子理論」に関するア
ンケート調査を行った。調査実施場所は日本
国内では神奈川大学、東京工科大学、東京理
科大学をはじめ、金沢大学、富山大学であり、
中国国内では北京大学、北京第2外国語大学、
上海同済大学、上海大学、鄭州大学である。
収集したアンケートを集計、分析、検討を行
った。さらに、一般市民にも同様のアンケー
ト意識調査を行った。このような調査によっ
て、収集したアンケート結果を利用して分
類・比較し、その両国の人々および男女のポ
ライトネスと「面子」に対する意識、価値観
や規範の類似点と相違点、世代差を明らかに
した。その相違点について、その背景的理由
をさまざまな要因を語用論、異文化コミュニ

ケーション、社会言語学、言語心理学等視点
から考察し、検討した。 
例えば、英語の“politeness”に対応する

「丁寧」・「礼貌」について、辞書とアンケー
トによって調査を行った。その結果、辞書記
述の「礼」にしたがった行動といった説明で
あり、共通していった。しかしながら、辞書
記述の「礼」は、もっぱら謙虚な態度と具体
的な中身のない礼儀にのっとった行動を意
味しているに過ぎない。形式的なアンケート
による連想調査に関しては、連想する内容に
言語による違いがあることがわかった。 
日本語の「丁寧さ」に関して、【言葉】への
注目度が高い。このカテゴリーだけで 4割近
くに達する。日本語で「丁寧さ」を表わす象
徴的な現象は敬語や挨拶表現などの言語表
現のようである。これは、日本社会で規範と
される敬語使用と密接な関係がある。この結
果により、場面や立場に応じた言語が適切使
えることが期待されていると考えられる（井
出ほか, 1986; cf. Haugh & Obana, 2011）。
中国人学生は【言葉】に注目している度合い
が高い。その理由は礼貌用語を使うことを提
唱する運動の成果ではないかと推測される。
また、中国は【教養/上品】にも着目してい
る。これは、対人行動において、「礼貌」を
体現するような行動を肯定的に評価し、自分
もそのように見てもらいたいという願望の
反映だと解釈される。日本語の言語によって
基本的なコミュニケーションにおける関心
や注目点が異なるということである。日本・
中国はその歴史的経緯から文化的背景を共
有していたという過去があるので、対人コミ
ュニケーションの仕方も同様であろうと考
えがちである。 
ところが、本研究が示唆するような違いは、
このような考えが少なくとも現代において
は思い込みに過ぎない場合もあることを認
識させ、日中間の異文化間コミュニケーショ
ンにおける期待のズレを説明するのに有効
である。  
 コミュニケーション行動には、基本的で友
好的な人間関係を構築し、維持していく必要
がるので、そこで注目すべき点には共通点も
あろう。これまでの研究はそのような共通す
る点を出発点にするのが普通であった（いわ
ゆる「ポライトネス研究」）。しかし、基本的
で社会的な人間関係自体を構成するための
着目点に文化的な違いがあることがわかっ
た。 
 本研究は「面子」について、辞書とアンケ
ートによって調査を行った。その結果、辞典
調査により、日本語と中国語には【面子】を
表す言葉は様々な言い方があるが、【面子】
の構成要素や意味構造や概念は異なること
がわかった。日本語で「メンツ」を意味する
言葉としてよく使われるのは「顔」｢面目｣｢体
面｣であり、メンツの意味構造は「面目」｢体
面｣｢名誉｣という三大要素で構成される。日
本語の「メンツ」は個人的な感情というより



｢他人から見られた場合の社会習慣や社会的
価値観に基づく評価｣を意味しているといえ
よう。それに対して、中国語の【面子】意味
構造は「面子」「情面」「体面」という三大要
素で構成される。よく使われるのは「面子」
と「脸」である。中国では社会的な評価と同
様に対人接触における個人的な情意や信義
を重んじるといえよう。中国語における｢面
子｣では、｢面｣と｢脸｣と｢情｣がその意味の中
心に関わっていることが目立った特色であ
る。形式的なアンケートによる連想調査に関
しては、連想する内容に言語による違いがあ
ることがわかった。 
  日本語の「メンツ」に関して、日本人学生
は「面目」「世間体」「評判」「体面」「名誉」
「体裁」への注目度が高い。中国人学生は｢名
誉｣「脸面」「体面」「自尊心」「尊严」「羞耻」
に注目している度合いが高い。Brown＆ 
Levinson のポライトネス理論―｢Face｣理論
では、【面子】は日・中の社会で対人関係や
コミュニケーションの潤滑油として重要な
役割を果たすものであると考えられている
が、【面子】の意味を普遍的なものとしてそ
の役割を考えることはできないのではない
か。たとえば、｢面子の意味構造｣と【面子】
概念について言えば、辞書上の出現数とアン
ケートの回答数との間に差があるし、アンケ
ートに即して言えば、日本人と中国人との間
の相違、男女間の相違も無視できない。 
本研究の一部の成果は、中国および日本、

あるいはそれ以外の国々において開催され
る関連する学会や研究会で報告し、論文とし
てまとめるとともに、本研究の研究成果を関
連学会、とくに国際学会での口頭発表や関連
学術雑誌への投稿によって国内外に発信し
ていった。その研究成果は台湾ロシヤ、アメ
リカ、ギリシア、香港、北京の国際学会での
口頭発表、秋田での国際学会での口頭発表、
日本国内での口頭発表である。関連学術雑誌
への投稿には国際学術雑誌『Intercultural 
Communication Studies』、『Critical Inquiry 
in Language Studies 』『 Inquiries into 
Korean Linguistics V』、また国内『語彙研
究』、『言語文化論業』である。 
最終的な成果は、将来、書籍として成果をま
とめ、出版する。そして、不明確な部分、も
っと研究し続ける必要がある部分は、継続し
て追及するために今後の研究課題とする。 
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